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スプートニク　インターナショナルスリランカ　オーガナイゼーション
Sputnik International Sri Lanka Organization
　　　　　　　　　（SISLO）

　　　　　　　年　間　報　告　書
SISLO　とは　SPUTNIK International – Sri Lanka Organization の略称であります
１月
２２日

ガールズホーム（以下ＳＧＨ）で奉仕活動

｢i-to-i｣メンバー３人と寮生７名がでガールズホームで奉仕活動を行なった。

１６日

図書館新書購入

　バザーの売り上げや、切手、テレホンカードの売り上で、シンハラ語、タミル語、英語の新書を購入。

２７日

スプートニク教育学院各クラス及びSISLO関係の表彰式

毎年１月に行なわれる表彰式。今年のゲストは、新しいウィーラムゲダラ区長と「i-to-i」メンバー。今回も多くの生徒が参加した。今回初めて、ＡＦＳ年間奨学金生とＡＦＳ短期奨学金生の生徒達にも表彰状が手渡された。

２月
６日

ＳＧＨに初めての子供が２人来た。これで本格的に始動する事になった。スタッフはこの時点で寮母、副寮母、ケアテイカーの３名であった。

１２日、１３日

「日本人が先生プログラム」

日本のボランティア団体ＮＩＳＶＡ様のご好意で、村上ご夫婦による料理教室を開催。村上さんはニゴンボで干物の講習会を開いていらっしゃるので、干物の作り方と料理の仕方をなさった。

奥様は、料理研究家らっしゃるので、ドーナッツ、羊羹、蒸しパンを日本語学習者やマリヤデワガールズホームの子供達に教えられた。

　

１７日

ＡＦＳ年間留学生オリエンテーション

１年間の日本留学を終えた２人、ラクミニ、の２人の体験談を交えてのオリエンテーションとなった。

２０日

アルガマ地区の井戸オープニングセレモニー出席。

２００６年１０月に日本の小林様を始めとする方々からの寄付により、進められていた井戸建設の完成式。１年半かけてようやく完成となった。これで尼僧さんたちも、近隣の村人達も安心して生活できるとうものである。

３月
9日

国立クルネーガラ病院に、大人用オムツを寄付。

　木全様より寄付していただいた大人用オムツを寄付した。オムツ文化の無いスリランカでこのオムツの重要性が今後見直されるかもしれません。

２３日

シンハラ語スピーチ大会

図書館会員によるスピーチ大会。３つのカテゴリーに分かれて、1位から3位を決めた。今回の特別ゲストは、日本からいらしていた鈴木玲子さんにお願いしまし。表彰式のプレゼンターをして頂きました。

４月
１８日、２０日

「日本人が先生プログラム」

　両日に渡り、寺崎さんがメイン講師、木全さんがアシスタント講師として、クルネーガラの機械関係の専門学校生に、モーターの仕組み、及び分解組み立ての説明を行い、生徒たちに実習してもらった。２日間計３回の授業となった。いずれも生徒はもちろん、先生達も大変関心を持って受けたいたのが印象的であった。

１９日

「日本人が先生プログラム」

　木全さんがメイン講師、寺崎さんがアシスタント講師となり、子供達にゴム動力を使った飛行機の仕組み及び組み立ての説明を行ない、子供達に作ってもらった。午前午後とも時間が足りない中、講師のお二人と子供達の頑張りで飛ばす事が出来たので大成功だった。でももっと時間があればいろいろ試すことも出来たのだが、、、、。

２０日

「日本人が先生プログラム」

　島さんが講師となり、日曜日の「子供会」で子供達に少林寺拳法を教えた。参加者は５名と少なかったが、和気藹々とプログラムをこなしていった。

２１日、２２日

「日本人が先生プログラム」

植樹式。島さんがここまでの旅のなか各国で行なってきた植樹をここスプートニクでも行いたいと言う希望で行なわれた。場所はＳＧＨ。子供たち１６名が自分達でめいめいに穴をほり、翌日早朝、一人一人苗木を植えた。

５月
上旬

ＡＦＳ奨学金短期留学生応募要綱を各学校に送付。

１２日

クリケットの道具を寄付。

　「ｉ－ｔｏ－ｉ」メンバーよりいただいクリケットの道具一式を、地元ウフミーヤにあるセーナナヤカ学校に寄付した。

２０日

ＡＦＳ奨学金短期留学生締め切り

応募書類２００通以上送られてきた中から、第１次面接者５０名を選考した。

３１日、１日

ＡＦＳ奨学金短期留学第１次面接

　２日間で６０名の面接を行った。年々応募者のレベルも上がってきて、選考が益々難しくなってきている。嬉しい悲鳴ではある。

６月
１４日

ＡＦＳ奨学金短期留学第２次面接

　１６名が「スリランカについて」のスピーチと、自分の特技を披露した。

１８日

第４回ポソンダンサラ

午後２時から夜７時まで、たくさんの日本語教室の生徒と、図書館会員の子供会の子供達と「i-to-i」メンバー２人のサポートにより、無事終了する事が出来た。　

２２日

ＡＦＳ奨学金短期留学生第１回オリエンテーション。

　親御さん同伴でオリエンテーションを行った。生徒はもちろんご両親にも、ホームステイ先の家族への連絡を控えるようにとの指導を行った。

７月
２０日

「日本人が先生プログラム」

阿部萌子さんによるお料理教師。日曜日の子供会の時間に、日本が世界に誇る食べ物「お好み焼き」の作り方を教えていただいた。子供会の子供はもちろん、スタッフも楽しく作ることが出来た。中身が自由に選べる事などから考えると、これはスリランカ向けの料理かもしれない。

８月
５日

「日本人が先生プログラム」

ご夫妻でいらっしゃった橋場様。ＳＧＨで親子丼を作ってくださった。日本のあの独特の甘さに、小さい子供達は喜んで食べていたが、年長者には少し甘すぎたかもしれない。　

　　

１０日

「日本人が先生プログラム」

山田あゆみさん、乾由樹さんによる書道教室が行われた。日曜日の子供会の時間と、大学受験のＡレベルコースの２つのクラスで行なわれた。子供達が書いた文字はなかなか味のある形になった。

１６日

車椅子を寄付。

　近くの老人会が主催するボランティア団体に、車椅子1台を寄贈した。車椅子銀行といい、何台かストックしておき、近隣の住民から車椅子の貸し出しの申し出があった時に無料で貸し出すというもの。

２３日

日本語の能力試験の書類の書き方の説明会

毎年、記入ミスが多いということで今回は下書きを書いてもらい、それをこちらスプートニクサイドで清書する形にした。

９月
８日

ＡＦＳ奨学金短期留学生最終オリエンテーション。

　出発を１週間後にひかえた生徒たち。今回はすごくまとまりがあるので日本での発表、そしてホストファミリーとの交流がとても楽しみだった。そして実際に、その成果は活かされた。選考した我々としても嬉しい限りであった。

２０日

第１回　スプートニク主催　日本語教師会

　全国５０以上の学校に招待状を送り、参加希望の返信があった１８校から１９名の先生の方が参加された。今後は年に２回程度開き、日本語教師の横のネットワーク作りに励みたいと考えている。

１０月
５日

green　bird　トライアごみ拾い
　日本のＮＧＯ団体「greenbird」の歌舞伎町リーダ杉野文野さんがいらっしゃり、せっかくの機会ということでごみ拾いを企画し行われた。これがきっかけとなり１２月より本格始動となった。

１４日　

ゴスペルコンサート開催

ボランティア団体、「ＮＧＯゴスペル広場」から４名の方がいらしてくださり、その素敵な歌声を披露なさってくださった。心配した天気も最後まで持ってくれて、見にいらした近所の人々も満足したのではないかと思う。その夜はＳＧＨで子供たちと交流をなさった。

２６日～２８日

ＡＦＳ年間留学生面接

　１０月上旬に各高校に手紙を送り、応募者は、今回はスプートニクスリランカのウェブサイトから書類をダウンロードして応募する形を取った。第１次面接２日間、３日目に最終面接を行った。

１１月
７日

ＡＦＳ年間留学生オリエンテーション

　第一回オリエンテーション。５名がご両親とともに出席。年間留学生に久しぶりの男子が。今回の子には期待したいところ。

９日～２９日

スプートニクスリランカ理事エシャンタが日本へ。

　日本で普段お世話になっている方々を表敬訪問し交友を深めた。スプートニクスリランカの活動をよりご理解いただけるいい機会を設ける事が出来た。

１２月
５日

greenbird　スリランカ支部

　正式始動。第１回ゴミ拾い実施。まずはここスプートニクから一番近い街、ピドゥルワッラにてゴミ拾いを行った。参加者は２０名

７日

日本語能力試験

　ここスプートニクから申し込んだ受験者７０数名が集合し、バスを貸切りコロンボの試験会場BMICHへ。今回はIDカードを忘れる生徒はなく全員受験する事が出来安心した。合否の結果は来年2月下旬。

２０日

greenbird　スリランカ支部

第２回ごみ拾い。今回はクルネーガラ市民憩いの場、湖の外周を半周しながらのゴミ拾い。ガールズホームの子ども達、そしてＡＦＳ年間留学生５名も参加して行われた。

２００８年は、ＳＧＨの運営というスプートニクスリランカを設立して以来の最大級の活動が始まる年となりました。存知のようにＳＧＨの開所式はご２００７年１１月に行いましたが、その時点では生活する子供はまだ決定していませんでしたので、子供たちが本格的にここで生活するようになったのは２００８年の２月からです。ここまで計２５名のこどもたちと計１１名のスタッフが生活してまいりました。そして現在は、２１名（うち１名は前寮母の子供）の子供と７名のスタッフが生活しております。子供たちは、皆様からの多大なご支援のもと、1年間を元気にそして笑顔で生活する事ができました、あらためまして感謝致します。今後も私共スプートニクスリランカのスタッフ一同で子供たちを全力でサポートしてまいりたいと思っておりますので、日本の皆様をはじめと致します、外国人の方々、そして国内外のスリランカ人の皆様方からのご支援、ご協力宜しくお願い致します。

さて、今年もスプートニクスリランカは、日本の皆様から多大なご支援とご協力を頂きました。誠ににありがとうございます。皆様からのご支援、ご協力が目に見える活動を目指しておりますが、ご報告の不備、確認不足等でご迷惑をおかけする部分も多々ございますが、皆様からのご支援は決して無駄にすることなく有効に使わせていただいたおりますので理解くださいますようお願い致します。

　

今年もたくさんの日本人の方がいらっしゃいました。ここ交流会館では、日本語を学ぶ生徒達に日本の歌や遊びを教えて下さったり、一緒に旅行なさったり、日本料理を一緒に作ったりしてくださいました。ガールズホームでは、子供たちに日本の文化、遊び、などを教えてくださり、楽しい時間を子供たちに与えてくださいました。生徒達と子供達共にとって、とても大きな経験になり大きな財産になったと思います。現地へいらして下さった方々との交流があってこそのスプートニクですので。
今後スリランカを訪問するご予定がある皆様は、ぜひここスプートニクスリランカの交流会館、ＳＧＨ、そしてシニアセンターに足を運んでみてください。日本語を真摯に勉強する生徒との交流や、子供達との交流をしていただけますと大変嬉しく思います。ぜひお越し下さい、素敵な時間を共に過ごしましょう。

　日本人の皆様以外にも、「i-to-i」メンバーも継続してＳＧＨの建設、運営に関わっております。今年の７月で３年目を迎えます。海を越えて「プルワン」という言葉の輪が広がっています。継続していく事、あきらめない事が大事、という気持ちを持って今後も頑張って行きたいと思っております。

スプートニクジャパンの支援を受けてのローカル奨学金生（１５名～２０名、７年目）、AFS奨学金生（５名～１５名、５年目）の定着と共に、スプートニク近隣の学校だけにとどまらず、スリランカ全土を通して各学校との交流も順調に行っております。その成果があり、スプートニクが主催して第１回日本語教師会を行う事が出来ました。その際には、日本の皆様からお送りいただいた日本の絵本や雑誌などの一部を、日本語教育のために役立てもらいたいという願いから、各学校の先生方に無料でお配り致しました。これらの活動もスプートニクジャパン、そしてそれらを支えてくださっている皆様のご支援のお陰です。ありがとうございます。

日本語学習者、ローカル奨学金生、ＡＦＳ奨学金生、教師会でスプートニクの活動に関わった生徒、先生の中から、一人でも多くの者が、スリランカの将来を変えていく力を、スリランカと日本の架け橋となる力を、そしてスプートニクを支えてくれる力を得てくれることを信じて、国内外の活動をしていきたいと思っております。そのためには皆様からのご理解、ご協力、ご支援がなくてはなりません。皆様、今後もスプートニクスリランカを宜しくお願い致します。
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